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第5.労働災害に伴う相談と休業稿償給付立替貸付の事業

をいりん地区の日雇労働者は､大企業の下請､孫請等の重層請負の環境に

就労することが多く､建設業を主に､運輸､製造業などの肉体的労働に従事

している○そこでは､労働環境の悪さ､危険度の高V･作業内容等の関係から､

労働災害の発生が多い｡

日雇労働者が､作業中に不慮の事故にもvt､猿菱のため休業を要する場合

には､その日から賃金収入が途絶え､日頃の貯えが互い限り､たちまち生活

に困るのが現状で参る｡

当センターでは､労働災害を受けた労働者のニーズに応急手続上､処理

上に関する相談と一時立替に関する相談､即ち休業期間中の生活安定を図り､

寮菱に専念させるため､休業補償給付が労働基準監督署から支給されるまで

の間､立替貸付業務を行をっている｡

立替貸付業務が増加し制度の啓発が進んでくる急かで大阪府の援助と大阪

労働基準局､労働基準監督署の協力を得て､ ｢休業補償給付の受任者払い｣

の承認がされ､センター(ニおける労災事務体制の改善によって.昭和5 3年

度までに6,5 2 5人の労働災害で困っている労働者に対して立替貸付を行な

ってきた｡

･ ●　1.労働災害に関する相談

労働災害に関する相談は､表-1のとおり､ 30,815件にのぼり､これら

`　　　　の相談は大別して､

◎労災保険法などに関する手続上､処理上の相談｡

◎一席立替に関する相談｡

に区分される｡

手続上の相談は､一般に労災保険法があまり知られていないことから生じ

る問題で､例えば､災害を受けた時はどのような手続をとれば､病院に行け

るのか､もろいは休業補償を受けられるのか､等である0

I
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これらについては､法に基づく手続を､関係様式を交付して説明し､必要

の都度､事業所に連絡､又は依頼し､処理している｡

相談を受けて処理上､困難を例として､

◎初めての就労現場で負傷し､事業所名や現壕-の道順を記憶していをい｡

◎負傷時はたV･したことは無V･と自己判断して負傷事実を報告してV.友か

ったが､一向に治らず困っている.

◎一人で作業をしていて負傷し､現忍者が居無い｡

等である｡

又､事業所による処理の不備に起因する問題の相談例として､

◎労災手続をとってくれない｡

◎事業所から示談にしてくれるよう云われているが正規の手続をとって欲

ししへ｡

◎労災手続をとらず飯場で療養するように云われた｡その後五規の轟賽を

申し立てているがやってくれ互い｡

◎-担禾談にしたが､休業が長びき生活に困っているo

◎休業補償の事業主負担分(待機期間) 3日分を支払ってくれない｡

等である｡

一方､事業所からも労災手続に関しての諸々の相談､又､正規の労災手続

をとると去ってtr･るのに聞かず､示談で法外東金を労働者より半ば脅迫的に

請求され困っていると云う相談もあった｡

これらは､労基法や､労災保険法に基づいて事業所との折衝で処理してい

るが､双方の言い分が異をり､困難をときは､元請の事業所や労働基準監督

署に解決を依頼している｡
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2.休業稿償給付の立替貸付

社会通念上からいえば､災害発生事業主が休業補償給付の立替を行をえは

よいのであるが､現実に行ji:うところは少をV･｡

そこで当センターでは､本人より労災に関する生活相談があれば､その都

度雇主や事業所-立替についての協力依頼を呼びかける｡その中で趣旨を理

解し､立替をしてくれる事業所もあるが､そうで凄いところも多いというの

が実情である｡

◎一日だけ雇ったのに､そこまで面倒をみきれないし義務もない｡

◎下請にまかせてある｡

◎余裕が凄いをど色々を理由をつけてくるのである｡

このよう左ことから､当センターでは所定の手続や経過を経たのち､現実

に困っている労働者に休業補償給付の範囲内で立替給付を行をっていら.

昭和53年度の新親立替貸付人昌は58 3名であり､前年度からの継続分

をいれた立替貸付実人員は888名である｡その立替延日数は78.9 10日

で総立番貸付額は3億7千万余円である｡

立替を行なっている8 3 3名の生活相談や労災に関する諸種の手続や処理

は表に示すとおりである｡ (表-1,表-2)

立替貸付は日々を原則とし､休業確認後行去っている｡

こうした中で様々左吉日談が労働者よりもちこまれでLAる｡例えば､部屋代､

衣服代､私病の冶轟代､金を落とした､郷里に帰る金の工面､等々の理由で

労働基準監督署からの支給がない時点での先貸し申込みが代表的なものであ

る｡又､なかには休業祷僧の額の不満､遅延(ニ対する不平から事業主､病院

等に対する苦情まで持ち込まれている｡

センターとしても､立替貸付日額の改善について検討中である｡

立替貸付事業で重要なことは､健全な債権管理であり､月末､月初にかけ

て､立替貸付者すべての代理請求を行なう｡
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これ(二より､労働基準監督署からの支払い振込を受けたのち､個々の労働

者(ニついて差額精算を行なう｡

立替貸付金の回収を図る過程にないて､何らかの理由によって遅れる場合

が多々ある｡その主を原因は､章票所での貸金台帳未作唆､請求書の証明遅

延や放置､紛失等が理由とをっている｡

もちろん.センターでは早く請求を出すよう事業主に再三依頼するが､

75:か毒か協力を得られをいというのが実情である｡そしてこのことが労働者

-の差額清算や､債権管理上にも支障となってVlろ場合が多いのであら.

3.債権管理

債権管理は貸付事業を円滑に行なってV.くことの前提であり､効率よV･資

金の運用によって貸付事業の正常友達善がはかられる｡

個人別および全体の債権の増減､回収状況等は､正常は運営するうえでの

鍵と去るため､事前の周到を資金計画も重要である｡

58年度の貸付状況は表-3のとおりである｡

5 3年度末債権残高の2千8百万金円は新年度になってから順調(ニ回収され

つつある｡

しかしをがら､一部の心宏V･人によって行なわれる不正受給が極めて少を

いが生じていることは残念である｡

これは通院確認書の不正記入等により生じるものでB'るが､事後必要な調

査や関係機関の協力等により回収に努めている｡

4.立替貸付労働者の実態

新しく相談に来所した労働者から詳しく事借を聞き､立替貸付を認定する

わけであるが､これらの相談記録から583人の労災を適用されている労働

者年令層分布状況､世帯状況､部屋代は図-I.2のとおりである｡

災害をi受けた労働者の就労先の分類(図-8)はここでも建設土木関係が92.0%

と大多教で職種別では土木が362人で6 2%と大半を占め､以下鳶､大工､

鉄筋工と続いている｡
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負傷現場の地域的分布は大阪市内2 9･5%.府下2 8･6%で大阪府が5 8.1%､

近畿2府4県で8 7.1%を占めている｡その他北は新潟県､南は沖縄県とかな

り広範囲に及んでいる｡休業補償の支払を受けた労基署別分布は図- 5のとお

りであるが､大阪労働基準局管内では5 9.5%､近畿で8 7.1%を占めている｡

負傷時刻も図-4の通りで.負傷部位については手､足が30%強で､次いで

腰部､頭部の順である｡傷病名は手､足部等の骨折が41.0%で最も多く,吹

いで挫傷､打撲捻挫､切創の顕位である｡

●　　賃金は最高日額が15･000円で最低は4iOOO円でも｡､平均7,201

円と去っている○又､休業稀償給付日額では最高10.628円､最低2,738

円で平均4･4 2 8円である｡休業補償給付の支給額は従来の給付基礎日額の

60%に加えてヽ　49年11月から20%が特別支給金として支給されるこ

とと怠った｡

月当りの平均支給額は1 32,840円で参る｡労働災害にあった回数は平

均1_4回と在っている｡ (表-4)

以上､ 5 8 3人の5 3年度中の新規立替貸付者の実態はこの地区の日雇労

働者の平均的現状がかなり正確に反映されているものと考えられる｡

次に､ 53年度中に冶ゆ､症状固定､中止等で休業が終り､貸付を打切っ

た58 7人についてみると､手､足の骨折した打切労働者は全体の約34%

を占め､ 1人当りの休業補償給付立替期間は平均3ケ月から5ケ月である｡

頭部､腰部を負傷した打切労働者は全体の約1 6%であるが､立替期間が

平均5ケ月から11ケ月と長い｡

また､ 5 2年度の1人当りの休業補償給付立替期間平均6ケ月に比較する

と､ 53年度の1人当りの休業補償給付立替期間は4ケ月半は短縮された｡

(表-5)
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秦-1　　　昭和53年度　労災休業補償給付立春貸付関係相談

項 冒 月 刋ｨﾝ�自Lｩ�ｩ&ｲ�凛y�i�ﾙWI�ｩ&ｲ�ﾛxｧｩ�hｨ��ｩ&ｲ�労基署 連絡 事業所 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�訂 

新規 俐Ix��

4月 ��唐�366 涛#��395 ��c��2,049 

5月 �#3��446 ��ﾃ�Cb�486 �#3R�2,544 

6月 �##��459 ��ﾃ�sb�481 �#S��2,495 

7月 �#S��565 白ﾃ�c"�509 �#s2�2,667 

8月 �#�R�496 ��ﾃ�S2�490 �##R�2,579 

9月 �����449 涛cb�452 �##��2,277 

lo貞 �#s��464 ��ﾃ��"�579 �#迭�2,611 

1-1月 �#���517 ��ﾃ����510 �#���2.588 

12月 �#c��500 白��S��539 �3�2�2.663 

1月 �#SR�457 塔モ�438 �#唐�2,336 

2月 �#s��531 ��ﾃ�C��547 塔s��2,766 

3月 �3�B�627 ��ﾃ�モ�684 鼎3r�3,240 

言† �"ﾃ鉄B�5,877 ��"ﾃC�"�6,Ilo �2ﾃャ"�30,815 
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秦-2　　　　労災休業稿債給付立替貸付状況(人数)

i. ��i�Y�ﾙWB�貸付打切 ��ﾙWB�貸付 人員 ��ﾅ�R�実人員 �I?ｩ�B�

繰越 �#S�� �� 

4月 鼎��56 �#���6,638 

5月 鉄"�47 �#ビ�6,648 

6月 �3��54 �#s��6,423 

7月 鉄��52 �#�2�6,432 

8月 鉄2�67 �#ィ�6,240 

9月 ��ｳS��57 �#c��5,849 

le月 鼎B�57 �#SR�5.815 

11月 鉄�褪�53 �#C��5,222 

12月 鉄��26 �#Cb�5,883 

1月 鼎��31 �#c��6.259 

2月 鼎��40 �#s��5,855 

3月 田2�47 �#�2�6,651 

計 鉄�2�587 塔32�73,910 

労災補償給付代理請求事務処理状況

÷-一旦1 度ﾘb�8号 粕�2�訂 

4月 ����276 釘�290 

5月 湯�289 迭�303 

6月 湯�273 澱�288 

7月 迭�295 途�307 

8-月 唐�257 澱�271 

9月 湯�267 釘�280 

le月 迭�269 唐�277 

11月 澱�259 唐�268 

12月 ��B�201 迭�220 

1月 途�265 ���273 

2月 ��R�256 唐�274 

3月 湯�268 �"�274 

請 ���b�8.170 鼎��3,325 

7　号　-療養　　　8　号　一休業

10号一障害
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表-3　　　　　労災休業祷償給付立替貸付状況(金額)

二へ 凩ｩ��S9D�7��傴ｩ��S)D�7��件数 凛yMI�ﾙWHｧ｢�竰�件数 凛y�i�ﾙWHｧ｢�竰�

4月 唐ﾃツ��28,787,525 �2ﾃ�#��26,099.800 

5月 �2纉sb�32,448,058 �2ﾃsc��28,909,817 

6月 釘ﾃ����30,906,らlo 釘ﾃ�c��30,477-921 

7月 �2ﾃ田r�32,622,832 �2ﾃ��r�28,681,464 

8月 釘ﾃ�3��31.236,474 �2ﾃs#��31,159,380 

9月 �2ﾃsCR�29.612,654 �2ﾃ#澱�26,958,535 

le月 �2ﾃSCB�29,287,147 �2ﾃ3cR�25.283,191 

lュ月 �2ﾃ#ッ�27,277.890 �2經迭�27,013,628 

12月 �2ﾃ�唐� �2ﾃs#��38.077,332 

1月 �2ﾃ�S��24,735,410 �2ﾃャ��23,603,280 

2月 �2ﾃ3sB�29,862,498 �2ﾃss"�29,095,372 

3月 �2ﾃ鉄B�36.917,245 釘ﾃ�#R�35,649,296 

訂 鼎Bﾃ##R� 鼎Bﾃc���851,009,016I 

年度 佇��B�総立替貸付額(円) 刋ｨﾝ�zy�i�ﾙWH�8ｻR�

昭和45年 ��51,047,293 ��唔Kｲ�

46年 ��96,726.260 �� 池x鱚｢ﾔ��

47年 �� �� �9b�

48年 ��174,192,581 �� ��i 

49年 ��212.746,856 ���40%i 48%1 4,6%l 

50年 �3bﾃSs"�298287.837 售�T宝コVﾂ�

51年 �3づ#c��298,078,054 �#�V��3７��

52年 鼎Bﾃc���851,009.016 塔2Vﾃ3�ZF��

53年 鼎Bﾃ##R�370,958,824 塔RV塔BX蒔Bﾓ�C�R�

一時血書　　　　差額精算　　　　日々.一括立替
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昭和5 3年度　労災新規立替貸付者状況

立替開始件数 鉄�9�ﾂ�

労ー災回教(平均)- ��紿���

家族と同居している者 �#Y�ﾂィ��R�

単身者 仍���ﾂンbR��

西成区に居住している者 鉄S9�ﾂンB繝ｒ�

その他 �3��ﾂコ繧X4｢���

最 日 悲: 俐Xﾘ"�15.000円 
最低 釘����冷�

平均 途ﾃ#��冷�

休 莱 葡 館 日 鶴 俐Xﾘ"�10.265円 

最低 �"縱3���

平一一均 釘紊ヨ冷�

表-5　昭和53年度　立替打切者状況(負傷部位･傷病名･立春延:平均日数)

負傷部位名 剄ﾁ傷 ������骨折 ��Yf��捻挫 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�訂 儷9ZｩNB�

人 �48 ��2�103 ����6 ��b�199 �32纔���

辛 凛y�i.ﾉ?ｩ�B�2,785 白ﾃ��B�ll,424 塔C"�533 白ﾃSS"�18,150 �#2�����

立春平均日数 鉄��78 �����65 塔��97 涛2�

足 ��ﾂ�29 唐�96 鼎��15 ��B�202 �3B紿���立春廷日数 �#sヲ�165 ��R緜�2�3,892 ��ﾃsS��622 �#Bﾃャ��81.6¢ 

立替平均日数 涛r�21 ��c2�98 �����45 ��#2�

頭 ��ﾂ�16 �"�4 湯�4 ���36 田｣"R�立替廷日数 �3ｳ#�B�941 涛3��4,751 ��緜cb�151 免ﾂﾃcCB�14.8¢ 

立替平均日数 �#���471 �#32�528 鼎�r�151 �3#B�

腰 ��ﾂ�12 ���5 湯�27 �2�s2�57 湯繆���立蕾延日数 ��ﾃs#B�19 ���#s"�2,170 釘ﾃs唐������Sb�12.8¢ 

立替平均日数 ��CB�19 �#SR�242 ��s��25 ��sr�

全 身 ��ﾂ�zy�h露?ｩ�B�2 ��1 32 澱�"ﾃ�c2�1 �"�ヲ�12 5480 �"�����

676 劔2.570 剴b纔���

立替平均日数 �33���3"�344 亦ﾃSs��45 鼎S2�

そ ��ﾂ�ll 白����28 �#"�4 ��R�81 ��3����

の 凛y�h露?ｩ�B�412 �2.746 �"ﾃ�#��668 �"ﾃCc��8,500 ���繙�b�

価 凛y�i[ﾘｼ�?ｩ�B�38 涛��99 涛r�167 ��cR�105 

TT ��ﾂ�118 �#R�287 涛��57 鉄��587 ��立替延日数 免ﾂﾃS���2;229 塔"ﾃ����15841 ���3唐�4948 都づc���

立替平均日数 涛��90 ��3b�161 �#���98 ��3B�

轟 ��ﾂ�20.1¢ 釘�"R�40.4% ��b��R�9.7毎 唐縒R� ��立春延日数 ��B繆���2.8伍 鼎�繦h��20.2% ��S8���6.8% 



80-24才25-29才　80-84才　35-89才　40-偶才45-49才　50-54才　55-59才　60才以上

部屋代の判明した581名

居住する者490名の都塵

し､最低6.000円､最高

っている｡

人数 ��ﾒﾓ(蓼蕀YH壼��9ZｩWｨ���

部屋代 迭��������S���

100-190円 ��紕R�

200-200円 800-800円 400-400円 500-500円 600-690円 700-790円 ��紕R�

ー188% 

____｣25.8% 
i279% 

15.2% OiO%ーI難588名の内､清酒している 
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図-5

管轄労勧基準監督署所在分布
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